
設計対象流量 250m3/s （１／５確率流量）

延長 669.7m

勾配 １／１１０

標準断面形状 扁平２R標準馬蹄形（R1=3.8m,R2=7.6m)

掘削工法 全段面掘削NATM

堤内仮排水路を持たないダムでの転流工閉塞について 

 
  国土交通省中国地方整備局斐伊川・神戸川総合開発工事事務所 建設専門官 法人会員 ○伊藤 健 

 
１． はじめに 

志津見ダムは、神戸川上流部に建設を進めている多目的ダムで、平成 21 年 3 月 24 日に堤体コンクリー

ト打設が終了し、10 月 21 日から堤外仮排水トンネル呑口にゲートを設置し試験湛水を開始している。 

一般的には、コンクリートダムでは、堤内仮排水路を有しており堤外仮排水トンネル（転流工）を閉塞

した後、堤内仮排水路を閉塞することにより、試験湛水が開始される。しかし、志津見ダムでは堤内仮排

水路を有していないため、堤外仮排水トンネルの閉塞をもって試験湛水を開始することとなった。 

このため試験湛水の開始にあたり、維持流量の確保、水圧に対する対策及び、安全対策等の課題が生じ

たが、これらの課題について、どのように対応したのかについて報告する。 

 

２． 転流工の概要 

  転流工は、ダム本体工事区域をドライな状態に保          

つため、仮設トンネルにより、河川水をパイバスす 

るものであり、志津見ダムでは、平成１３年１２月 

に堤外仮排水トンネル工事に着手し、平成１５年 

１０月に転流を開始した。 

 また、堤内仮排水路を有していないことから、堤外仮排水トンネルからダム本体までの沢水処理が必要

となり、沢部で取水した後、排水勾配を取るため、鋼製の排水架台の上にコルゲート管を設置し、転流工

仮締切上流へ流下させた。 

 

３．閉塞に伴う課題と対応  

  堤内仮排水路がないことにより、堤外仮排水トンネル閉塞中の維持流量の確保、仮閉塞工施工時の水圧

対策、作業中の安全対策について、課題が生じてくる。各課題への対応について整理すると、以下のとお

りとなる。 

課題１：堤外仮排水トンネル閉塞中の維持流量の確保 

対応１：選択取水設備の最下段部（底部取水管）の利用 

対応２：堤外仮排水トンネル呑口部の嵩上げ及び仮締切壁 

  課題２：仮閉塞工施工時の水圧対策 

対応１：仮閉塞工の早期強度発現（早強コンクリートの使用、打設リフトの工夫等） 

対応２：閉塞工より上流側の削工 

対応３：呑口部のグラウト施工 

  課題３：作業中の安全対策 

    対応１：貯水位一定操作 

    対応２：坑内作業員への周知体制の確立 

    

４．堤外仮排水トンネル閉塞中の維持流量の確保 

堤外仮排水トンネルの閉塞時に伴う下流への維持流量等の供給は、選択取水設備の最下段部の底部取

水管を使用し維持流量を確保した。 

志津見ダムの閉塞工準備以降の実施手順の概要を図４－１に示す。 

表１－１ 堤外仮排水路トンネル基本諸元 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         図４－１ 閉塞工閉塞準備以降の実施手順の概要 

4.1 呑口部仮締切壁 

志津見ダムの選択取水設備は、連続サイフォン式の取水設備となっており、この底部取水管を一般の

ダムの堤内仮排水路の役割を持たせ利用することとした。 

下流維持流量を堤外仮排水トンネルより選択取水設備の底部取水管へ切り替えるには、EL219m 程度

の水位が必要となり、貯水位を上げる必要があるため、呑口部仮締切壁を設けることとした。 

また、呑口部の構造計算を行い安全性を確認した上で、呑口天端を高くし、貯水位管理が容易となる

ように工夫した。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－２ 呑口部仮締切壁 

①堤外仮排水トンネルの呑口部に仮
締切壁を設置。

②ダム～転流工呑口部の沢水処理の
中止及び選択取水設備底部取水管
まで湛水。
ダム下流への水の流れを転流工よ
り選択取水設備に切替える。

③堤外仮排水トンネル呑口をゲートで
閉塞する。

④貯水池の水位上昇に耐える仮閉塞
工を施工する。
仮閉塞工の強度が出るまでの間、
水位を上げないよう運用。

⑤湛水開始。
本閉塞工を施工する。

▽洪水時最高水位

▽平常時最高水位

↑堤外仮排水トンネル
呑口

常用洪水吐き
選択取水設備
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転 流 工 閉 塞

堤内仮排水路閉塞

堤内仮排水路

検討が必要 ダムの取水設備

図５－１ 堤内仮排水路の有無の比較（イメージ） 

呑口部仮締切壁施工中も同様に、下流維持流量の確保が必要であり、半川ずつ施工し、片側に放流管

を設置することで確保する計画とした。 

 

５．仮閉塞工施工時の水圧対策 

  閉塞工は、湛水によって作用する水圧

に対して、確実に止水が行える構造とす

る必要がある。  

志津見ダムの閉塞工は、仮閉塞工部

L=5m、本閉塞工部 L=31.5m、断面積

A=34.5m2 で計画をした。 

 堤内仮排水路の有無による工程を比

較すると、図５－１のとおりとなるが、堤内仮排水路を設置している場合、仮閉塞工施工時は堤内仮排水

路へ転流させるため、堤外仮排水トンネル閉塞中には大きな水位上昇がなく水圧を受けない。一方、堤内

仮排水路を設置していない場合、仮閉塞工施工時は、堤外仮排水トンネルを鋼製のゲートで締めきり、そ

の後、仮閉塞工を施工する必要がある。このため、ゲートで締め切り後は、貯水位は上昇するため、水圧

に対する対策が必要となる。 

5.1 仮閉塞工の早期強度発現（早強コンクリートの使用、打設リフトの工夫等） 

   仮閉塞工は、L=5.0m 区間についてコンクリートの打設を行うものであるが、１リフト 1.5m で行うと、

4リフト（1.5m×3、0.9m）となり、型枠設置→打設→養生→グリーンカットといった手順を踏んでの施

工となるため工期を要する。仮閉塞工の強度発現までの貯水位上昇による作用水圧のリスクを軽減する

ため早期に施工が完了することが必要となった。 

このため、３交代施工、１リフトでの打設、型枠は捨て型枠とし、早強コンクリートを使用して、工

期短縮を図り、チッピングから仮閉塞工のコンクリート強度発現まで通常３１日間の工期を１０日間で

施工した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

写真 5-1 型枠補強兼用打設足場（仮閉塞工内部）      写真 5-2 上流型枠完成写真 

 

5.2  呑口部の浸透水対策 

   呑口部分は亀裂が多く、堤外仮排水トンネル内に大量の湧水が懸念されたが、仮閉塞工の施工に支障

とならないようにするため、呑口部にグラウトを施工し、止水を図った。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3 閉塞工より上流側の削工 

  貯水位上昇に伴い、堤外仮排水トンネルに働 

く水圧が上昇した場合、トンネル覆工が破損する 

ことが考えられるため、削工しトンネル覆工への 

水圧を減じた。 

 実施工は、周辺の湧水状況を見ながら、設置箇 

所を決定している。 

  

６．作業中の安全対策 

５.仮閉塞工施工時の水圧対策で述べたとおり、堤内仮排水路を設置していれば、ダム貯水位を低く抑え

ることができ、安全に施工が可能である。志津見ダムでは、維持流量を確保するため、選択取水設備最下

段部が機能する貯水位とする必要があり、また、仮閉塞工の強度発現までは、貯水位置を出来るだけ低く

する必要があった。 

 このため、工期短縮の方策に加え、①貯水位を一定に保つバルブ操作、②工事関係者へ放流量、貯水位 

を連絡するための体制を取った。 

貯水位を一定に保つバルブ操作は、維持流量が確保できる貯水位 EL.218.8m に余裕を加えた EL.219.0m 

を基準として、水位一定操作を実施した。 

 工事関係者へ放流量、貯水位を連絡するための体制については、休日・夜間も含め２名体制（途中で 1 

名体制へ変更）でこれらの作業を実施し、事故もなく無事仮閉塞工の工事は完了した。 

 

７．おわりに 

 今回の志津見ダムの閉塞工の施工については、堤内仮排水路工がない中で、維持流量の確保、仮閉塞工施

工時の水圧に対するリスク、作業の安全に対するリスク等に対して対策を実施することにより、適切に閉塞

工の施工が行えたと考えている。 

しかし、ここまで述べてきたとおり、閉塞工事中は様々なリスクを負っての施工となり、これらを軽減す

る観点より、堤内仮排水路を設けるほうが得策である場合が多いと考える。 

図５－３ 配水管設置図 

図５－２ 呑口部の浸透水対策 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


